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今月のコラム

TEPCO「くらしのラボ」とは？

家電製品の上手な選び方・使い方からオール電化のくらしまで、独自の調査や試験に

基づいて「電気で実現するより豊かで快適なくらし」をトータルにご提案しています。 http://www.tepco-switch.com/life/labo/index-j.html

詳しくは、「くらしのラボ」ホームページにアクセス！

検 索くらしのラボ

現在主流の気密性の高い住宅では、空気を汚さないエアコンが暖房に最適です。しかし「電気代が高そう」

と、冷房にしか使わない方も多いのでは？実はエアコンはヒートポンプというすぐれた技術のおかげで、石

油ストーブやガスストーブと比較してもランニングコストが同等以下なのです。また、年々省エネ性能が向上

し、2007年モデルのエアコンは1995年モデルに比べて約40％（※1）省エネです。例えば、あるメーカーの14

畳のエアコンの年間電気代は、2008年モデルで約29,600円、1997年モデルで約48,200円と、その差は約

18,600円。つまり10年以上前のエアコンを最新機種に買い替えることで、省エネになり電気代も抑えられる

というわけです。　※1　（社）日本冷凍空調工業会ホームページより

＊エアコンは、JIS標準条件の外気温度7℃時のコストです。      

　 エアコンは外気が低いと効率が落ちますが、外 気温2℃時　

　 の高級エアコンのコストは約2.0円です。

＊MJ（メガジュール）は熱量を表す値です。例えば、10畳の

　 部屋で1時間あたりの必要暖房熱量＝10.8MJ　

　 戸建住宅・1F居間　暖房負荷 185W/m2より算出

　 ※空気調和衛生工学会規格（SHASE-S）参照

＊エアコンは、いずれも2008年モデルのカタログ値より算出

＊COPは、消費電力1kWあたりの冷房・暖房能力（kW）を表

　 したものです。

11月になり、そろそろ暖房が必要な時期になりましたが、どのような暖房器具をお使いでしょうか？今月は

暖房にも活躍するエアコンの省エネ性能についてお話します。

省エネ性能の高い機種を簡単に見分けるには、「統一省エネラベル」で星の数の多い機種を選んでくださ

い。また、省エネ性と共に大切なのが快適性です。カタログに記載される「能力」の幅が大きいほど素早く部

屋が暖まると同時に、微妙な室温の変化にも対応して快適さが保たれます。一枚上着を着て設定温度を低く

するのも省エネですが、古いエアコンをお使いならば、最新機種へ買い替えるのも、この冬を「快適＆省エ

ネ」に過ごすための一方法。ご検討されてはいかがでしょうか？詳しくは、「快適にくらすための家電選び」へ

（2008年11月 　くらしのラボ　森田 賢志）


